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一般家事相談
家庭生活上のいろいろな悩みご

とや、役所への届出、手続方法な
どについて、区の相談員がご相談
に応じます。お 気軽 にどうぞ。
土・日曜、祝日を除く毎日午前

9時～午後4時。区役所( 1階)
区民相談室。相談料は無料です。

人 口 調 べ
( 昭和45年10月1 日現在)
世 帯　178, 709

男　　294, 337

女　　281, 282

計　　575, 619
( 前月よ り639人増加)

区
補
正
予
算
決
ま
る

「
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
」な
ど
を
建
設

予
算
総
額
は
一

九

七
億
五
三

〇
〇
万
六

千
円
に

去
る
九
月
二
十
四
日
か
ら
十
月
六
日
ま
で
開
か
れ
た
、四
十
五
年
度
第
三
回
足
立
区
議
会
定
例
会
で
、昭
和
四
十
五
年
度
足
立
区
各
会
計
補

正
予
算
が
、原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。今
回
の
補
正
予
算
額
は
、一
般
会
計
(
補
正
第
三
号
)
…
一
六
億
八
四
二
八
万
九
千
円
、国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
(
補
正
第
一
号
)
…
一
一
一
四
万
七
千
円
、用
地
特
別
会
計
(
補
正
第
一
号
)
…
三
億
一
五
〇
万
円
で
、既
予
算
額
に
合
算

し
ま
す
と
、
区
予
算
総
額
は
一
九
七
億
五
三
〇
〇
万
六
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
補
正
さ
れ
た
予
算
の
お
も
な
内
容

は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)

の
建
設
…
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、既

に
、
「東
部
」と
「中
部
」を
開
設
し

て
い
ま
す
が
、現
在
、鹿
浜
地
区
に
「

西
部
」を
建
設
中
で
す
。今
回
、こ
れ

に
加
え
て
千
住
地
区
(
千
住
元
町
)
に

も
「千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
」を
建

設
し
ま
す
(
約
二
億
円
弱
)

。

保
育
園
と
保
母
寮
の
建
設
…
現
在
、

区
立
保
育
園
は
三
十
一
か
所
あ
り
ま
す
が

、そ
の
需
要
増
に
こ
た
え
て
、西
綾

瀬
地
区
に
西
綾
瀬
保
育
園
(
仮
称
)
を

つ
く
り
ま
す
。こ
の
西
綾
瀬
保
育
園
と

第
二
千
住
保
育
園
(
当
初
予
算
に
て
計

上
済
)
に
、
「保
母
寮
」も
併
設
し
ま
す

(
西
綾
瀬
保
育
園
と
二
保
母
寮
分
合

計
、約
一
億
三
千
七
百
万
円
)
。

道
路
の
補
修
と
交
通
安
全
施
設
の
整

備
…
い
た
ん
だ
道
路
を
補
修
し
た
り
(

八
千
万
円
)
、交
通
安
全
施
設
の
整
備

と
し
て
、ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置
(
約

三
千
六
百
㍍
/
約
一
千
万
円
)
や
、公

共
溝
渠
に
ふ
た
か
け
し
て
、学
童
通
学

路
を
新
設
(
約
二
千
㍍
/
約
三
千
万
円
)

し
ま
す
。そ
の
他
、公
共
溝
渠
(
ド
ブ

川
や
排
水
路
な
ど
)
の
改
良
(
延
べ
約

千
七
百
㍍
/
四
千
万
円
)
な
ど
。

私
道
の
整
備
助
成
…
こ
と
し
七
月
一
日

施
行
さ
れ
ま
し
た
「足
立
区
私
道
整
備

助
成
条
例
」に
よ
り
、私
道
の
舗
装
や
、

側
溝
な
ど
の
整
備
工
事
を
す
る
場

合
、そ
の
経
費
の
一
部
を
区
が
負
担
し

ま
す
(
約
五
千
万
円
)

。

公
害
対
策
…
公
害
を
防
止
す
る
た
め
の

資
料
を
得
る
た
め
、各
種
の
公
害
対
策

用
測
定
機
器
を
購
入
し
ま
す
(
約
二
百

万
円
)

。

ま
た
、環
七
道
路
に
面
し
た
新
田
小

学
校
校
舎
を
、防
音
装
置
の
つ
い
た
校

舎
に
改

築
し
ま
す
(
約

二
千

六
百
万

円
)

。

学
校
施
設
と
幼
稚
園
の
建
設
…
現
在

区
立
幼
稚
園
は
、関
屋
・
元
宿
幼
稚
園

の
二
園
で
す
が
、江
北
地
区
に
江
北
幼

稚
園
(
仮
称
)
を
建
設
し
ま
す
(
約
六
千
五

百
万
円
)

。

ま
た
、防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
、火
災
報

知
機
、避
難
用
救
助
袋
な
ど
の
設
置
し

て
な
い
学
校
に
、
そ
れ
ら
を
取
り
付
け

ま
す
(
約
一
千
四
百
万
円
)

。

そ
の
他
…
心
身
障
害
者
の
福
祉
に
要

す
る
経
費
、
一
般
事
務
管
理
経
費
な
ど

の
追
加
計
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
特
別
会
計

【
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
】

補
正
予
算
額
…
一
一
一
四
万
七
千
円
　

既
予
算
額
…
二
六
億
一
三
四
七
万
八

千
円
　
合
計
=
二
六
億
二
四
六
二
万
五

千
円
。

〔
歳
入
〕

国
庫
支
出
金
…
三
三
〇
八
万
五
千
円

(一
四
億
一
九
五
二
万
九
千
円
)

都
支
出
金
…
減
額
一
億
八
五
五
万
一

千
円
(
五
億
八
二
六
八
万
四
千
円
)

繰
越
金
…
八
六
六
一
万
三
千
円
(
八

六
六
一
万
四
千
円
)

〔
歳
出
〕

総
務
費
…
一
一
一
四
万
七
千
円
(
一

億
二
二
一
二
万
五
千
円
)

【
用
地
特
別
会
計
】

補
正
予
算
額
…
三
億
一
五
〇
万
円
　

既
予
算
額
…
三
億
四
〇
万
円
　
合
計
=

六
億
一
九
〇
万
円

〔
歳
入
〕

財
産
収
入
…
三
億
円
(
五
億
九
九
九

九
万
九
千
円
)

諸
収
入
…
一
五
〇
万
円
(
一
九
〇
万

円
)〔

歳
出
〕

用
地
費
…
三
億
一
五
〇
万
円
(
六
億

一
九
〇
万
円
)

■
一
般
会
計

補
正
予
算
額
…
一
六
億
八
四
二
八
万

九
千
円
　
既
予
算
額
…
一
四
八
億
四
二
一

九
万
二
千
円
　
合
計
=
一
六
五
億
二

六
四
八
万
一
千
円
。

※

以
下
、
カ
ッ
コ
内
の
数
字
は
、

今
回
の
補
正
予
算
額
と
既
予
算
額
と
の

合
計
で
す
。

〔
歳
入
〕

特
別
区
税
…
二
億
四
九
〇
八
万
七
千

円
(
三
八
億
一
三
〇
七
万
七
千
円
)

特
別
区
交
付
金
…
一
〇
億
九
六
九
万

四
千
円
(
七
一
億
七
五
四
三
万
六
千
円
)

分
担
金
及
び
負
担
金
…
八
八
万
円
(

六
三
六
三
万
四
千
円
)

使
用
料
及
び
手
数
料
…
一
五
〇
万
円

(
七
五
四
三
万
七
千
円
)

国
庫
支
出
金
…
四
二
四
四
万
円
(
二

八
億
九
七
二
一
万
九
千
円
)

都
支
出
金
…
一
億
一
一
九
〇
万
七
千

円
(
一
三
億
五
八
一
五
万
四
千
円
)

財
産
収
入
…
四
七
万
一
千
円
(
三
一

三
九
万
七
千
円
)

繰
越
金
…
一
億
円
(
一
億
一
千
円
)

諸
収
入
…
五
一
二
三
万
九
千
円
(
五

億
七
四
四
一
万
八
千
円
)

自
動
車
取
得
税
交
付
金
…
六
二
〇

七
万
一
千
円
(
三
億
五
二
〇
七
万
一
千

円
)特

別
区
債
…
五
五
〇
〇
万
円
(
同
)

〔歳
出
〕

議
会
費
…
七
七
七
万
六
千
円
(
一
億

七
三
八
四
万
七
千
円
)

総
務
費
…
一
億
三
七
七
五
万
一
千
円

(
一
三
億
二
〇
九
一
万
円
)

民
生
費
…
六
億
二
六
八
〇
万
三
千
円

(
五
九
億
四
一
三
七
万
五
千
円
)

産
業
経
済
費
…
五
六
一
万
一
千
円
(

八
九
三
〇
万
六
千
円
)

土
木
費
…
四
億
五
三
〇
四
万
八
千
円

(
二
九
億
八
八
七
七
万
四
千
円
)

教
育
費
…
四
億
四
七
五
九
万
六
千
円

(
五
四
億
九
六
八
六
万
八
千
円
)

公
債
費
…
五
七
〇
万
四
千
円
(
四
億

八
三
三
〇
万
一
千
円
)

東
栗
原
出
張
所
開
設

1
1月
2
日
か
ら
事
務
を
開
始

か
ね
て
建
設
中
だ
っ
た
「東
栗
原
出

張
所
」が
、こ
の
ほ
ど
完
成
し
、十
一

月
二
日
か
ら
事
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
の
出
張
所
の
所
管
区
域
は
次
の
と
お

り
で
す
か
ら
、特
に
こ
の
区
域
内
の
か

た
は
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。

ま
た
、こ
の
出
張
所
の
二
階
に
は

小
・
中
学
生
用
の
学
習
室
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

所
在
地
　
東
栗
原
土
地
区
面
整
理
地
内

仮
番
二
八
ブ
ロ
ッ
ク

電
話
　
八
八
三
-
一
一
九
五
～
六

所
管
区
域
　
中
央
本
町
三
・
四
・
五
丁

目
/
青
井
一
・
四
・
五
・
六
丁
目
/

平
野
一
・
二
・
三
丁
目
/
竹
塚
町
/

東
栗
原
町
/
六
町
/
保
塚
町
/
西
加

平
町
/
西
六
町
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阿
部
俊
夫
さ
ん
ら
百
五
十
一
名

十
一
月
三
日
区
表
彰
式
で
晴
れ
の
受
彰

十
一
月
三
日
「文
化
の
日
」に
、昭

和
四
十
五
年
度
足
立
区
表
彰
式
が
行
な

わ
れ
、百
五
十
一
名
の
か
た
が
、晴
れ

の
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、尊
い
人
命
を
救
っ
た

り
、地
域
社
会
の
た
め
に
長
年
尽
く
さ

れ
た
り
し
て
き
た
か
た
、産
業
・
行
政

・
教
育
な
ど
に
功
労
の
あ
っ
た
か
た
の

労
を
ね
ぎ
ら
う
た
め
に
、毎
年
行
な
っ

て
い
る
も
の
で
す
。今
回
、表
彰
を
受

け
ら
れ
た
か
た
の
氏
名
と
そ
の
功
績

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。(
敬
称
略
)

人
命
救
助
者
　
阿
部
俊
夫

社
会
お
よ
び
公
共
事
業
功
労
者
　
《

民
生
委
員
・
児
童
委
員
》
　
有
川
三
郎
　

《
保
護
司
》
　
清
水
廸
衛
　
鈴
木
文
治

郎
　
伊
藤
春
雄
　
鎌
田
泉
　
田
口
富

蔵
　
《
社
会
福
祉
事
業
功
労
者
》
　
遠

峰
冨
次
　
中
山
元
一
　
根
本
佐
一
　
大

熊
福
造

自
治
功
労
者
　
《
区
議
会
議
員
》
　

神
谷
豊
信
　
小
林
三
四
郎
　
冨
沢
孝
之
　

野
口
五
郎
平
　
《
区
職
員
》
　
渡
辺

安
男
　
佐
久
間
清
次
　
松
本
信
武
　
大

坪
一
江
　
石
井
健
治
　
今
泉
清
　
中
江
清

一
　
蓬
田
宗
吉
　
丸
橋
弥
作
　

藤
田
佳
三
　
鈴
木
慶
夫
　
菅
原
和
巳
　
関

張
秀
　
倉
俣
仲
　
中
沢
章
　
野
口

実
　
川
口
正
二
　
土
屋
範
雄
　
武
田
繁

人
　
前
沢
昭
二
　
馬
場
庸
光
　
大
原
誠
　

渡
辺
正
次
郎
　
酒
井
隆
善
　
小
泉
範
寿
　

長
井
喜
三
郎
　
波
止
敬
一
郎
　
千
ケ

崎
恵
一
　
大
塚
五
郎
　
鈴
木
貢
　
山

本
達
雄
　
堀
口
芳
雄
　
杉
本
敏
保
　
臼

井
喜
作
　
若
林
謙
俉
　
浅
見
喜
一
郎
　

野
々
村
愛
子
　
長
田
芳
明
　
久
保
一
夫
　

矢
野
博
二
　
宇
治
勇
蔵
　
勝
間
栄
太

郎
　
今
村
美
代
子
　
中
泉
佐
一
郎
　
高

橋
権
蔵
　
田
中
銀
蔵
　
金
野
幸
太
郎

武
政
幸
太
郎
　
小
久
保
辰
五
郎
　
大
久

保
マ
サ
子
　
入
江
十
一
　
貝
原
文
治
　

《
消
防
団
員
》
　
篠
塚
富
久
弥
　
有
沢

良
次
郎
　
岡
安
正
一
　
西
山
嘉
一
　
横

田
正
光
　
石
井
良
治
　
中
田
一
郎
　
小

島
博
之
　
山
崎
力
雄
　
《
町
会
長
》
　

横
井
善
一
郎
　
笹
原
丑
蔵
　
阿
出
川
信

孝
　
本
郷
金
次
郎
　
伊
藤
時
雄

区
立
学
校
教
育
功
労
者
　
《
学
校
保
健

衛
生
》
　
万
屋
只
雄
　
荒
井
篤
文
　

渡
辺
秀
策
　
小
池
熊
治
郎
　
《
教
職
員
》
　

浜
野
茂
　
五
十
嵐
よ
し
子
　
高
須

達
子
　
佐
藤
た
つ
　
岡
田
米
子
　
古
川

忠
　
及
川
五
郎
　
日
野
四
郎
　
小
太
刀

理
一
　
村
山
俊
幸
　
田
中
清
　
古
成
清

子
　
山
懸
文
子
　
須
永
文
子
　
畑
中
光

子
　
西
川
信
子
　
阿
部
俊
子
　
高
橋
順
　

樅
山
カ
ヨ
子
　
榎
本
道
子
　
上
原
あ

い
子
　
比
屋
根
良
　
上
田
公
正
　
江
口

サ
カ
ヱ
　
鈴
木
ト
シ
子
　
熊
沢
志
津
　

中
根
時
雄
　
河
野
幸
代
　
吉
田
寛
　
木

村
民
雄
　
近
藤
和
子
　
田
島
要
三
　
宮

原
昭
久
　
関
根
八
重
子
　
海
老
原
み
よ

子
　
上
野
安
吉
　
村
下
昭
三
　
細
岡
徳
　

山
田
八
斛
　
塩
原
盛
明
　
形
部
智
代

光
　
金
子
三
雄
　
野
村
寿
雄
　
中
山
俊

雄
　
中
嶋
恵
美
子
　
川
合
隆
一
　
石
井

芳
雄
　
鈴
木
辰
秋
　
小
沢
百
合
子
　
榎

田
亮
一

私
学
教
育
功
労
者
　
《
教
職
員
》
　

江
夏
克
　
小
笠
原
肇
　
中
森
照
子
　
山

元
奈
美
子
　
鈴
木
久
男

水
産
農
商
工
業
功
労
者
　
《
工
業
振

興
》
　
石
関
覚
　
石
鍋
幸
次
　
川
村
三
平
　

《
農
業
団
体
永
年
勤
続
》
　
松
崎

実
　
《
工
業
永
年
勤
続
》
　
高
島
七
郎
　

高
島
美
智
子
　
清
水
長
太
郎

社
会
教
育
功
労
者
　
品
田
三
郎
　
染

野
豊
蔵
　
花
島
一
夫
　
平
野
金
太
郎

区
立
幼
稚
園
児
募
集

区
立
幼
稚
園
で
は
、昭
和
四
十
六
年

度
の
園
児
(
一
年
保
育
)
を
、次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。入
園
ご
希
望
の
か

た
は
、直
接
幼
稚
園
へ
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

募
集
す
る
幼
稚
園

▽
区
立
関
屋
幼
稚
園
(
千
住
関
屋
町
一

六
-
一
)
　
八
八
八
-
三
五
八
九

▽
区
立
元
宿
幼
稚
園
(
千
住
桜
木
一
丁

目
一
六
-
二
)
　
八
八
二
-
九
四
六
五

入
園
児
の
資
格
―
区
内
に
住
む
、満

五
歳
児
(
昭
和
四
十
六
年
四
月
一
日
現

在
)申

込
み
期
間
―
十
一
月
九
日
(
月
)

～
十
四
日
(
土
)

申
込
み
方
法
―
幼
稚
園
備
え
付
け
の

印
紙
に
、必
要
事
項
を
記
入
し
、幼
児

の
住
民
票
(
住
民
基
本
台
帳
の
写
し
)

・
印
か
ん
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

第
一
次
選
考
(
抽
せ
ん
)
―
十
一
月
十

七
日
(
火
)
午
前
十
時
/
第
二
次
選
考
―

十
一
月
十
八
日
(
水
)
午
後
一
時
三

〇
分
。
各
幼
稚
園
で
行
な
い
ま
す
。

定
員
―
各
幼
稚
園
と
も
一
六
〇
名
。

※
二
つ
の
幼
稚
園
を
同
時
に
受
験
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

く
わ
し
く
は
、
区
立
幼
稚
園
ま
た
は

区
教
育
委
員
会
学
務
課
学
事
係
へ
。

〝
新
足
立
音
頭
〟
レ
コ
ー
ド
発
売
中

去
る
十
月
十
三
日
発
表
さ
れ
ま
し

た
「新
足
立
音
頭
」の
レ
コ
ー
ド
が

で
き
ま
し
た

。
区
民
の
み
な
さ
ん
、

ど
う
ぞ
歌
っ
て
踊
っ
て
く
だ
さ
い
。

一
枚
三
五
〇
円
で
お
頒
け
し
て
い
ま

す
。お

申
込
み
は
、
枚
数
に
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
お
早
め
に
区
観
光
協
会
(

区
役
所
経
済
課
内
)
へ
ど
う
ぞ
。

写
真
は
、
新
足
立
音
頭
発
表
会
風
景

■
趣
味
の
教
室

東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
東
綾
瀬
一
丁
目
五
-
一
七
)
で
は
、

趣
味
と
実
益
を
兼
ね
た
「教
室
」を
開
き
ま
す
。お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
お
申
込
み
は
、
直
接
セ
ン
タ
ー
事
業
係
へ
。

(
　
六
〇
五
-
七
一
〇
一
　
(
月
曜
日
は
休
館
日
で
す
)

文
学
教
室
《
梁
塵
秘
抄
・
山
家
集
》
　
日
時
―
十
一
月
十
一
日
(
水
)

午
後
一
時
三
〇
分
　
講
師
―
阿
川
昔
氏

生
花
教
室
《
古
流
》
　
日
時
―
十
一
月
十
三
日
(
金
)
午
前
十
時
　

講
師
―
岩
佐
マ
チ
氏
　
材
料
―
二
〇
〇
円
(
ハ
サ
ミ
持
参
)

陶
芸
教
室
《
楽
焼
き
》
　
日
時
―
十
一
月
十
五
日
(
日
)
午
後
一
時

三
〇
分
　
講
師
―
久
保
勝
哉
氏

料
理
教
室
《
ナ
ベ
料
理
》
　
日
時
―
十
一
月
十
七
日
(
火
)
午
後
一

時
　
講
師
―
増
田
幸
永
氏

指
圧
教
室
　
日
時
―
十
一
月
二
十
五
日
(
水
)
午
後
二
時
　
講
師
―

足
立
区
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会
員

音
楽
教
室
《
コ
ー
ラ
ス
》
　
日
時
―
十
一
月
二
十
五
日
(
水
)
午
後

三
時
　
講
師
―
池
田
輝
樹
氏

手
芸
教
室
《
リ
ボ
ン
フ
ラ
ワ
ー
》
　
日
時
―
十
一
月
二
十
六
日
(
木
)

午
後
一
時
　
講
師
―
滝
沢
三
喜
子
氏

■
写
真
に
よ
る
「日
本
の
塔
」
展

日
本
に
古
く
か
ら
建
て
ら
れ
た
古
社
寺
の
塔
の
写
真
展
示
を
、
次

の
と
お
り
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

期
間
=
十
一
月
一
日
～
二
十
日

会
場
=
区
立
中
央
図
書
館
(
二
階
)
展
示
室
　
<
梅
田
七
丁
目
一
三
-

一
>
　
八
四
〇
-
四
六
四
六

展
示
作
品
=
法
隆
寺
五
重
の
塔
/
薬
師
寺
東
塔
/
石
山
寺
多
宝
塔
な

ど
、
約
五
十
点

■
区
民
体
力
テ
ス
ト
を
ど
う
ぞ

日
時
　
十
一
月
八
日
(
日
)
午
前
十
時
～
午
後
四
時
(
雨
天
決
行
)

第
一
会
場
　
区
立
第
九
中
学
校
体
育
館
(
梅
田
六
丁
目
三
二
-
一
)
　

八
八
七
-
七
七
九
一

第
二
会
場
　
区
立
千
寿
第
一
小
学
校
体
育
館
(
千
住
三
丁
目
三
〇
)
　

八
八
八
-
六
五
三
六

定
員
に
余
裕
が
あ
り
ま
す
の
で
、当
日
で
も
参
加
受
付
け
を
し
ま

す
。な

お
、参
加
者
は
、運
動
に
適
す
る
服
装
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、社
会
教
育
課
体
育
係
ま
で
。

■ 区役所の電話882- 1111　 第二庁舎886- 3165　 足 立福祉事務所888- 314 1　東部福祉事務所605- 7101　中部福祉事務所889- 1481
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第
一
種
=
四
八
七
戸
、
第
二
種
=
五
一
三
戸

都
住
(
地
元
割
当
)
入
居
者
募
集

申
込
み
期
間
1
1
月
1
6
～
2
1
日

都
営
住
宅
の
「地
元
割
当
」分
の
入

居
希
望
者
を
、次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。種
別
は
、一
種
と
二
種
で
す
(
母

子
世
帯
・
老
人
世
帯
・
特
別
低
所
得
世

帯
向
け
の
割
当
て
は
あ
り
ま
せ
ん
)

。

申
込
み
で
き
る
か
た

(
1
)
申
込
み
者
が
、足
立
区
で
住
民
基
本
台
帳

に
登
録
し
て
あ
る
こ
と
　
(
2
)
申

込
み
本
人
の
ほ
か
に
、い
っ
し
ょ
に
入

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
(
婚
約
者
を
含

む
)
が
い
る
こ
と
　
(
3
)
住
宅
に
困
っ
て

い
る
こ
と
　
(
4
)
家
族
の
年
収
が
、入
居

基
準
に
定
め
ら
れ
た
範
囲
内
で
あ
る
こ

と
(
こ
の
所
得
制
限
に
つ
い
て
は
、申

込
み
案
内
書
を
お
読
み
く
だ
さ
い
)
。

申
込
み
用
紙
の
交
付

十
一
月
十
六
日
(
月
)
～
二
十
一
日

(
土
)
ま
で
(
土
曜
日
は
正
午
ま
で
)
。

交
付
場
所
は
、区
役
所
の
各
出
張
所
、

区
役
所
本
庁
舎
、区
役
所
第
二
庁
舎
(

旧
梅
島
支
所
)
で
す

。
申
込
み
用
紙
の

交
付
を
受
け
る
と
き
、
「
米
の
通
帳
」(

昭
和
四
十
五
年
十
一
月
三
十
日
ま
で

有
効
の
も
の
)
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ

い
。申

込
み
期
間

十
一
月
十
六
日
(
月
)
～
二
十
一
日

(土
)
ま
で
に
、
区
役
所
区
民
部
管
理

課
へ
。
な
お
、
郵
送
の
場
合
は
、
二
十

一
日
の
消
印
が
あ
り
、
二
十
四
日
ま
で

に
足
立
郵
便
局
へ
到
達
し
た
も
の
を
受

付
け
ま
す
。

※
申
込
み
用
紙
に
、事
実
と
違
う
こ

と
を
記
入
し
た
り
、
必
要
な
こ
と
が
記

入
も
れ
に
な
っ
て
い
ま
す
と
、
せ
っ
か

く
申
込
ん
で
も
無
効
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
の
で
、
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い

。

申
込
み
先

足
立
区
役
所
区
民
部
管
理
課
(
足
立
区

千
住
一
丁
目
五
〇
番
地
)

抽
せ
ん
日

十
二
月
二
十
二
日
(
火
)
区
役
所
七

階
大
会
議
室
に
て
公
開
抽
せ
ん
。

抽
せ
ん
の
結
果
は
、十
二
月
下
旬
に
ハ

ガ
キ
で
ご
通
知
し
ま
す
。な
お
、当

落
に
つ
い
て
、電
話
で
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

募
集
す
る
場
所
と
戸
数

〔第
一
種
〕=
3
D
K

▽
千
住
元
町
三
四
(
高
層
)
…
七
二

戸
　
▽
六
木
町
一
〇
九
〇
(
中
層
)
…

六
八
戸
　
▽
六
木
町
一
〇
九
〇
(
高
層
)

…
一
〇
五
戸
　
▽
北
鹿
浜
町
二
七
〇
〇

(
中
層
)
…
三
二
戸
　
▽
宮
城
一
丁
目

五
(
中
層
)
…
一
〇
八
戸
　
▽
伊
興
町

大
境
二
〇
一
六
(
中
層
)
…
一
四
戸
　

▽
辰
沼
町
三
〇
七
(
中
層
)
…
四
八
戸

▽
平
野
一
丁
目
三
(
中
層
)
…
二
四

戸
　
▽
西
保
木
間
二
丁
目
一
七
(
中
層
)

一
六
戸

〔
第
二
種
〕=
2
D
K

▽
千
住
元
町
三
四
(
高
層
)
…
五
五

戸
　
▽
千
住
元
町
三
四
(
中
層
)
…
一
二

戸
　
▽
六
木
町
一
〇
九
〇
(
中
層
)
…
一

二
九
戸
　
▽
北
鹿
浜
町
二
七
〇
〇

(
中
層
)
…
四
五
戸
　
▽
宮
城
一
丁
目

五
(
中
層
)
…
八
二
戸
　
▽
伊
興
町
大
境

二
〇
一
六
(
中
層
)
…
二
〇
戸
　
▽

花
畑
町
二
七
(
中
層
)
…
三
四
戸
　
▽

辰
沼
町
三
〇
七
(
中
層
)
…
四
〇
戸
　

▽
竹
の
塚
七
丁
目
一
七
(
中
層
)
…
六

戸
　
▽
竹
の
塚
六
丁
目
一
八
(
中
層
)
…
六

戸
　
▽
上
沼
田
町
一
七
二
七
(
中

層
)
…
一
六
戸
　
▽
中
央
本
町
四
丁
目

二
〇
(
中
層
)
…
二
八
戸
　
▽
平
野
一

丁
目
三
(
中
層
)
…
二
〇
戸
　
▽
西

保
木
間
二
丁
目
一
七
(
中
層
)
…
二
〇

戸「
米
の
通
帳
」

有
効
期
間
延
長

現
在
使
用
中
の
米
の
通
帳
(
一
般
用

米
穀
類
購
入
通
帳
)
は
、こ
の
十
一
月

三
十
日
で
、
有
効
期
限
が
満
了
と
な
り

ま
す
が
、
今
回
の
切
替
え
は
、
そ
の
通

帳
の
ま
ま
、
昭
和
四
十
六
年
十
一
月
三

十
日
ま
で
有
効
と
し
ま
す
。

な
お
、
紛
失
し
た
り
、
汚
損
し
た
り

し
た
と
き
は
、
所
管
の
出
張
所
へ
お
申

出
く
だ
さ
い
。(
区
役
所
経
済
課
)

竹
の
塚
駅
前
花
壇
完
成

千
住
柳
町
児
童
遊
園
な
ど
も

区
で
は
、公
園
、児
童
遊
園
の
建
設

に
力
を
入
れ
、区
内
各
地
に
建
設
中
で

す
が
、こ
の
ほ
ど
、三
つ
の
児
童
遊
園

が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
で
、区
立

の
児
童
遊
園
は
、
全
部
で
九
十
七
か
所

に
な
り
ま
し
た
。

舎
人
五
丁
目
児
童
遊
園
=
六
一
二
平
方

㍍
(
舎
人
五
丁
目
一
九
-
一
六
)

本
木
第
二
児
童
遊
園
=
三
四
四
平
方
㍍

(
関
原
一
丁
目
一
一
-
二
〇
)

千
住
柳
町
児
童
遊
園
=
四
八
二
平
方
㍍

(
千
住
柳
町
二
六
-
三
四
)

ま
た
、
こ
の
ほ
ど
竹
の
塚
駅
前
広
場

を
整
備
し
、花
壇
を
設
け
ま
し
た
。四

季
折
々
の
変
化
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る

で
し
ょ
う
。

写
真
は
、緑
を
中
心
に
植
え
ら
れ
た

竹
の
塚
駅
前
花
壇
。

肢
体
不
自
由
児
施
設

都
立
北

療
育
園

城
北
分
園
オ
ー
プ
ン

か
ね
て
都
で
建
設
中
だ
っ
た
肢
体
不

自
由
児
通
園
施
設
「
東
京
都
立
北
療
育

園
城
北
分
園
」
が
、
こ
の

ほ
ど
完
成

し
、
業
務
を
開
始
し
ま
し
た

。

こ
の
施
設
は
、
小
児
ま
ひ
な
ど
、
か

ら
だ
の
不
自
由
な
児
童
の
た
め
に
設
け

ら
れ
た
も
の
で
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
・
診
察
・
理
学
療
法
お
よ
び
通
園
に

よ
る
生
活
指
導
な
ど
を
療
育
の
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
肢
体
不
自
由
児
の
医
療
法
に

よ
る
「
診
療
所
」
も
併
設
さ
れ
て
い
ま

す
か
ら
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

城
北
分
園
の
施
設
内
容
は
、
お
よ
そ

次
の
と
お
り
で
す
。

所
在
地
　
花
畑
町
三
二
五
四
番
地

電

話
　
八
八
三
-
五
一
三
一

療
育
　
〔診
療
科
目
〕整
形
外
科
/

小
児
科

〔
療
育
内
容
〕
通
園
部
門
/

外
来
部
門
(
手
術
・
検
査
・
入
園

の
必
要
性
な
ど
を
診
断
)

受
付
　
患
者
受
付
は
、毎
日
午
前
九

時
～
十
一
時
(
日
曜
・
祝
祭
日
は
除

く
)

。
あ
ら
か
じ
め
、
電
話
で
お
問

い
合
わ
せ
し
、
日
時
を
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。

通
園
バ
ス
　
当
園
に
お
い
で
に
な
る
場

合
は
、専
用
の
通
園
バ
ス
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
運
賃
は
無
料
で
す
。
く

わ
し
く
は
、
城
北
分
園
へ
。

「指
定
作
業
所
」届
け
が
必
要

騒
音
や
悪
臭
を
出
す
作
業
場

都
と
区
で
は
、公
害
防
止
対
策
の
一

つ
と
し
て
、工
場
等
か
ら
発
生
す
る
公

害
を
規
制
し
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、〇
・
七
五
キ
ロ
ワ
ッ
卜

以
上
の
動
力
を
使
用
す
る
工
場
の
大
部

分
と
特
殊
な
作
業
を
行
な
う
工
場
は
、

東
京
都
公
害
防
止
条
例
に
よ
り
「認

可
」が
必
要
で
す
。ま
た
、公
害
を
発

生
す
る
可
能
性
の
高
い
作
業
場
も
「指

定
作
業
場
」の
届
出
が
必
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。

指
定
作
業
場
と
し
て
届
出
の
必
要
な

作
業
場
は
、お
よ
そ
次
の
よ
う
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。

指
定
作
業
場
届
け
の
必
要
な
作
業
場

(
1
)
自
動
車
駐
車
場
=
自
動
車
の
収
容
能

力
が
、
二
〇
台
以
上
/
有
料
駐
車
場
/

ボ
ウ
リ
ン
グ
場
・
ビ
ル
・
自
動
車
教
習

所
等
の
駐
車
場
/
タ
ク
シ
ー
会
社
/
運

送
会
社
等

(
2
)
洗
車
場
=
ス
チ
ー
ム
・
ク
リ
ー
ナ
ー
使

用
の
洗
車
場

(
3
)
ス
ク
ラ
ッ
プ
処
理
場
=
自
動
車
解
体

作
業
所
/
仕
切
場
/
の
ろ
屋
等

(
4
)
材
料
置
場
=
建
築
・
土
木
資
材
/
土

砂
置
場
等

(
5
)
畜
舎
=
鶏
千
羽
以
上
/
牛
・
馬
二
十
頭

以
上
/
豚
百
頭
以
上

(
6
)
暖
房
用
熱
風
炉
ま
た
は
焼
却
炉
=
火

格
子
面
積
〇
・
五

平
方
㍍
以
上
の
も

の
な
お
、昭
和
四
十
五
年
四
月
一
日
以

前
に
指
定
作
業
場
を
造
っ
た
か
た
は
、

「既
説
届
」を
、そ
れ
以
後
に
造
っ
た

か
た
は
、
「設
置
届
」を
、そ
れ
ぞ
れ

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、公
害
防
止
対
策
上
い
ろ

い
ろ
な
認
可
・
届
出
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
、こ
れ
ら
に
関
連
す
る
業
種
を
営

ん
で
い
る
か
た
は
、
区
役
所
公
害
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

――し尿浄化槽――

年に一回はそうじを

最
近
、下

水
道
の
な
い

地
域
で
、水

洗
便
所
に
し

て
い
る
家
庭

が
ふ
え
て
い

ま
す
が
、無

届
け
工
事
や

し
尿
浄
化
槽

の
整
備
不
良

の
た
め
、そ

の
近
所
の
人
た

ち
か
ら
「

臭
い
」
「不

衛
生
だ
」
「

排
水
が
悪
く

な
っ
た
」な

ど
の
苦
情
が
区
役
所
や
清
掃
事
務
所
に

殺
到
し
て
い
ま
す
。

し
尿
浄
化
槽
は
、
正
し
い
維
持
管
理

を
し
ま
せ
ん
と
、
十
分
な
機
能
を
発
揮

し
ま
せ
ん
。
少
な
く
と
も
、
年
に
一
回

は
そ
う
じ
を
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
そ

う
じ
は
、
都
の
許
可
を
受
け
た
業
者
で

な
い
と
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、浄
化
槽
を
設
置
す
る
に
は
、

保
健
所
を
通
じ
て
、清
掃
局
へ
届
け
出

る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
前
に
汚

水
放
流
の
排
水
先
に
つ
い
て
、
区
の

土
木
部
の
「
放
流
可
否
判
定
」
を
受
け

て
か
ら
、
工

事
に
着
手
し
て
く
だ
さ

い
。く

わ
し
く
は
、次
の
と
こ
ろ
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
放
流
可
否
判
定
(
浄
化
槽
を
設
け
た

場
合
、U
字
溝
な
ど
に
放
流
で
き
る
か
ど

う
か
を
、
現
場
調
査
の
う
え
判
定
し

ま
す
)
=
区
土
木
部
管
理
課

▽
浄
化
槽
の
そ
う
じ
・
苦
情
=
足
立
清

掃
事
務
所
　
八
八
九
-
九
一
〇
〇
/

都
清
掃
局
施
設
部
管
理
課
　
(
都
庁
)
二
一
二
-

五
一
一
一

〝
わ
た
し
の
便
利
帳
〟

た
だ
い
ま
配
布
中

み
な
さ
ん
の
お
宅
に
「わ
た
し
の

便
利
帳
」を
配
布
し
て
い
ま
す
。毎

日
の
生
活
の
手
引
と
し
て
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
ご
近
所
に
届
い
て
い
る
の

に
届
い
て
い
な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
す
ぐ
に
お
送
り
し
ま
す
。

◇
内
容
を
次
の
と
お
り
訂
正
し
ま
す

六
ペ
ー
ジ
=
区
役
所
第
二
庁
舎
の
案

内
覧
に
追
加
「
第
十
九
出
張
所
管
内

の
弘
道
・
青
井
地
区
の
方
。
東
綾
瀬

出
張
所
管
内
の
東
加
平
・
加
平
地
区

の
方
。
」

七
五
ペ
ー
ジ
=
私
道
の
整
備
に
補
助

金
覧
の
訂
正
「
◇
T
字
路
で
延
長
二

〇
㍍
以
上
あ
り
、
家
が
密
集
し
て
い

る
私
道
。
い
ず
れ
も
道
幅
が
一
・
八

㍍
以
上
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
」

七
六
ペ
ー
ジ
=
死
ん
だ
飼
い
犬
や
ネ

コ
の
始
末
覧
の
訂
正
「
無
料
で
な
く

手
数
料
四
百
円
」

一
二
一
ペ
ー
ジ
=
東
京
法
務
局
城
北

出
張
所
の
電
話
覧
の
訂
正
「六
〇
三
-

四
三
〇
五(

区
役
所
広
報
担
当
)

入
選
者
決
ま
る

明
る
く
正
し
い
選
挙
推
進
ポ
ス
タ
ー

区
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
明
る
く

正
し
い
選
挙
推
進
運
動
の
一
つ
と
し
て

区
内
の
小
・
中
・
高
生
か
ら
「
ポ
ス
タ

ー
」
を
募
集
し
て
い
ま
し
た
が
、
審
査

の
結
果
、
次
の
み
な
さ
ん
が
入
選
さ
れ

ま
し
た
。
な
お
、
入
選
作
品
は
都
選
挙

管
理
委
員
会
主
催
の
コ
ン
ク
ー
ル
(
第
二

次
審
査
)
に
出
品
し
ま
す
。

【小
学
校
の
部
】佐
野
ゆ
う
子
・
早

川
郷
弘
・
宇
賀
田
勝
・
石
井
清
一
(
以

上
千
寿
第
三
小
)
　
小
室
ま
さ
あ
き
・

原
正
志
(
以
上
千
寿
第
六
小
)
　
佐
藤

秀
一
(
千
寿
第
七
小
)
　
安
藤
き
よ
し

(
弘
道
小
)
　
紺
野
和
彦
(
宮
城
小
)
　

三
田
君
義
(
五
反
野
小
)

【中
学
校
の
部
】大
島
礼
子
(
第
二
中
)
　

脇
坂
益
夫
・
佐
藤
由
実
子
(
以

上
第
四
中
)
　
鈴
木
真
由
美
(
第
八
中
)
　

谷
和
彦
(
第
十
一
中
)
　
柴
崎
敏
子

(
第
十
五
中
)
　
小
林
容
子
・
中
村
光

子
(
以
上
江
南
中
)
　
柳
幸
男
(
新
田

中
)
　
岩
本
力
(
東
島
根
中
)

【高
等
学
校
の
部
】安
助
信
三
(
都

立
工
芸
高
)

屋
外
広
告
物
に
は
許
可
を

看
板
、立
看
板
、ポ
ス
タ
ー
な
ど
、

戸
外
の
人
の
目
に
つ
く
よ
う
な
広
告
を

出
す
に
は
許
可
が
必
要
で
す
。

最
近
こ
れ
ら
の
広
告
物
の
は
ん
ら
ん

が
め
だ
つ
よ
う
で
す
が
、
街
の
美
化
を

推
進
し
、
ま
た
、
交
通
の
安
全
や
危
険

防
止
の
た
め
、
必
ず
届
け
出
て
か
ら
掲

出
す
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
許
可
を
と
っ
た
も
の
で
も
、

橋
や
公
園
、
街
路
樹
、
ア
ー
ケ
ー
ド
、

な
ど
に
は
掲
出
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
区
土
木
部
管
理
課
占

用
係
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

年
末
資
金

お
申
込
み
は
お
早
め
に

国
民
金
融
公
庫
で
は
、事
業
資
金

を
必
要
と
さ
れ
る
中
小
企
業
の
か
た

へ
、長
期
で
低
利
な
融
資
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。
年
末
に
な
る
と
窓
口
も

混
み
合
い
ま
す
の
で
、
お
申
込
み
は

お
早
め
に
ど
う
ぞ
。

な
お
、短
期
運
転
資
金
・
生
鮮
食

料
品
等
小
売
業
近
代
化
資
金
・
公
害

防
止
貸
付
の
制
度
も
あ
り
ま
す
。

申
込
み
先
　
国
民
金
融
公
庫
千
住
支

店
(
千
住
二
丁
目
五
)

八
八
一
-
六
一
七
五

ま
た
は
、
中
小
企
業
相
談
所
(
区
役

所
本
庁
舎
内
)

中
小
企
業
向
け

融
資
の
説
明
会

区
で
は
、
区
内
中
小
企
業
者
の
た

め
に
融
資
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
利
用
方
法
に
つ
い
て
の
説
明
会

を
、
次
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
　
十
一
月
五
日
(
木
)
午
後
一

時
三
〇
分

場
所
　
第
十
二
出
張
所
「集
会
室
」(

宮
城
一
丁
目
二
七
-
八
)

レ
ン
ト
ゲ
ン

検
査
日
の
変
更

区
と
保
健
所
で
実
施
し
ま
し
た
無

料
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
中
「弘
道
第
一

小
学
校
」で
行
な
う
予
定
で
し
た
日

程
が
、都
合
に
よ
り
、十
一
月
六
日

(
金
)
午
後
二
時
～
三
時
に
変
更
さ

れ
ま
し
た
。
お
近
く
の
か
た
、
検
査

も
れ
の
か
た
も
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

(
足
立
区
役
所
・
足
立
保
健
所
)

工
業
用
ミ
シ
ン
の

縫
製
技
能
講
習
会

工
業
用
ミ
シ
ン
の
縫
製
の
や
り
方

を
習
い
、有
利
な
内
職
が
で
き
る
よ

う
講
習
会
を
開
き
ま
す
。

期
間
　
十
一
月
九
日
～
二
十
日
(
土

・
日
曜
を
除
く
)
　

午
前
九
時
三
〇

～
午
後
三
時
三
〇
分

科
目
　
工
業
用
ミ
シ
ン
の
操
作
方
法
/

内
職
の
相
談
と
あ
っ
旋

※
小
ハ
サ
ミ
・
た
ち
バ
サ
ミ
、メ
ウ

チ
、三
〇
㌢
の
も
の
さ
し
、ス
リ
ッ

パ
、筆
記
用
具
を
持
参
。

申
込
み
先
及
び
場
所
　
足
立
内
職
公

共
職
業
補
導
所
(
千
住
曙
町
三
九
-

七
)
　
八
八
八
-
七
三
四
六

税
金
に
対
す
る
苦
情

ご
意
見
を
ど
う
ぞ

十
一
月
一
日
か
ら
十
日
ま
で
「納

税
者
の
声
を
聴
く
旬
間
」で
す
。

足
立
税
務
署
で
は
、こ
の
期
間
中

納
税
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
、日
ご
ろ

税
金
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
こ
と
、

苦
情
や
ご
要
望
な
ど
に
つ
い
て
お
伺

い
し
、
今
後
の
税
務
行
政
や
税
制
に

反
映
さ
せ
て
ゆ
き
ま
す
。
ど
し
ど
し

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

足
立
税
務
署
(
千
住
旭
町
四
-
二
一

)
　
八
八
八
-
六
二
四
一

電
話
に
よ
る
税
務
相
談
は
…

二
一
三
-
八
〇
〇
一
～
三

老
人
の
内
職

都
の
授
産
場
で
は
、六
十
歳
以
上

の
か
た
を
対
象
に
、簡
単
に
で
き
る

し
ご
と
(
内
職
)
を
お
世
話
し
て
い

ま
す
。
授
産
場
へ
通
っ
て
も
、
自
宅

に
持
ち
帰
っ
て
も
け
っ
こ
う
で
す
。

く
わ
し
く
は
、
次
の
と
こ
ろ
へ
。

西
加
平
授
産
場
(
青
井
四
丁
目
二
七
-

一
一
　
　
八
八
九
-
〇
六
八
一

愛
の
献
血
に

ご
協
力
を

あ
な
た
の
愛
の
献
血
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。今
月
の
日
程
は
次
の
と

お
り
。時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
十
時
～

午
後
三
時
。

▽
十
一
月
二
十
日
(
金
)
第
十
九
出

張
所
　
▽
二
十
四
日
(
火
)
鹿
浜
小

学
校
　
▽
二
十
六
日
(
木
)
興
本
小

学
校
　
▽
二
十
七
日
(
金
)
区
役
所

第
二
庁
舎
　
▽
三
十
日
(
月
)
北
千

住
駅
前
(
西
口
)

お
礼

次
の
か
た
が

た
か
ら
、
多
額

の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【区
育
英
資
金
】へ
　
▽
清
水
勝
政

さ
ん
(
四
十
二
歳
/
千
住
曙
町
二
-

七
)
　
▽
飯
沼
清
夫
さ
ん
(
五
十
三

歳
/
梅
田
七
丁
目
一
五
-
二
)
　
▽

市
川
守
利
さ
ん
(
四
十
六
歳
/
入
谷

町
四
五
〇
)

【区
社
会
福
祉
協
議
会
】へ
　
▽
米

持
輝
久
さ
ん
(
四
十
歳
/
柳
原
一
丁

目
二
三
-
四
)
　
▽
足
立
信
用
金
庫
(

竹
の
塚
五
丁
目
一
五
-
八
)

■ 個人事業税(第二期分)の納期は11月30日です。　 ◎ 家庭に職場に防火のそなえ……秋の火災予防運動( 11月26日～12月2日)


